
社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告

（一社）長野林業土木協会

活動内容 全国初の自然休養林に指定され
森林浴発祥の地で遊歩道整備を実施

１ 実施年月日 ： 平成２８年４月１９日
２ 実施場所 ： 長野県木曽郡上松町 小川入国有林
３ 参加会員数 ： 木曽支部 １３企業 ３０人

他団体等 約３０人 計 約６０人

４ 活動内容：
森林浴発祥の地、赤沢自然休養林は１９７０年に全国で初めて自然休養林と

して開園し、面積は７２８haで３００年から４００年生の木曽桧を主体とする
木曽五木等（ヒノキ、サワラ、ネズコ、シバ、コウヤマキ）が自生しています。

木曽の森林は、戦国時代が終わり江戸時代初期には城下町の拡大等による木
材需要が進み、木曽の木材は枯渇し、森林資源の危機が訪れました。この時、
尾張藩は地元の住民が伐採することはおろか、入林することすら禁じ、その禁
を破ったものは「木１本、首一つ」の森林保護政策が敷かれました。こうして
明治時代に入る頃には美しい桧林が回復し、御料林と伊勢神宮の神宮備林に指
定され、更に戦後は国有林となり、この赤沢一帯は伐採を免れてきた地帯です。

現在の赤沢自然休養林は、片道１．１kmの森林鉄道が運行し、森林鉄道記念
館（ボールドウイン製の蒸気機関車等を展示）、森林資料館、セラピー体験館、
全長２０．１kmの遊歩道(８コース)等が整備され年間１２万人の観光客が訪れ
ています。

木曽支部は、木曽森林管理署管内に２箇所ある木曽御岳と赤沢自然休養林で
交互にボランティアを行っており、今年で８回目となります。今年は赤沢自然
休養林で、支部会員や赤沢渓谷を美しくする保護管理協議会、木曽森林管理署
職員ら約６０人が３班に分かれて、遊歩道の段差を解消する丸太階段の設置や
散策路内に木質チップの散布、パズルラリーのパズル箱の設置作業等を行いま
した。

休養林内の森林鉄道

ジーゼル機関車（手前）ボールドウイン（奥） 渓流沿いを走る森林鉄道



活動写真

朝のミーティング 資機材の搬入

遊歩道に階段設置作業

遊歩道に木質チップ散布作業


